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連合分析への取り組み
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福岡国際会議場

公開ワークショップ９
連合分析/連合学習の推進と課題



私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩは以下のとおりです。

研究支援金(産学連携講座）：

・NTT
・キヤノンメディカルシステムズ株式会社

・H.U.グループホールディングス株式会社

・ArkMS株式会社

AMED「産学官の協調によるRWD収集基盤構築」の支援を受けています。

演題名： CyberOncologyプロジェクトにおける
連合分析への取り組み

筆頭演者名： 松本 繁巳

第44回医療情報学連合大会
（第25回医療情報学会学術大会）

ＣＯＩ開示
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背景：電子カルテ（RWD)からのエビデンス創出

As is To be

• 電子カルテは、オーダーリングとフ
リーテキスト入力で、構造化データ
は少ない。

• 電子カルテは、データ形式がベンダ
ー毎に異なり、コードも施設毎に異
なる。

• SS-MIX2やHL-7 FHIRの整備も
進んでいるが、欠損データや人的エ
フォートも多い。

• 単施設でのOMOP CDM化の報告が
あるが、多施設連合分析は困難。

• 電子カルテデータを多様な目的で利活
用可能な構造化データベースの構築。

• 構造化データベースとして電子カルテ
と連動する共通プラットフォームを装
備し、多施設展開する。

• SS-MIX2やHL-7 FHIR等の他のデー
タベスとも相互運用可能にする。

• 共通プラットフォームへのデータ入力
はエフォートレスを基本とする。

• 共通プラットフォームをOMOP CDM
化し、連合分析可能とする。



PRiME-RとRWD研究開発講座



電子カルテデータをそのまま集めても
エビデンスを創出できない

電子カルテ

基本情報

レセプト

治療行為

検査データ

オーダー

画像

自由
記載

・・・・

有効性と安全性

カルテから
情報として

簡単に抽出・
収集できない

課題

⚫ 標準化

⚫ 構造化

⚫ 正確性

⚫ 完全性

⚫ 相互運用性

⚫ 網羅性

⚫ 一元化

電子カルテデータを利用してエビデンスを創出するためには

Cyber Oncology®



日常臨床

Cyber Oncology®

電子カルテ

構造化データ入力 DB

A 病院

B 病院

DB

C 病院

DB

D 病院

DB

病院内でのデータの利活用

最適な医療のために
集計したデータを提供

各医療機関からの
統計データを集計

統計
処理

統計
処理

統計
処理

統計
処理

統計
データ

統計
データ

統計
データ

統計
データ

CONNECT１試験 カルテデータの質の向上

Quality by Design

多施設共同研究（前向きコホート）
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✓ 京大病院を中心とした、がん登録データを活用した多施設共同研究基盤
院内がん登録・電子カルテ・レセプト等をエフォートレスでCyberOncologyに蓄積

✓ 製薬企業の参画による新たな研究基盤として「J-CONNECT」を開始

J-CONNECT 基盤

J-CONNECT

電カル連携に
よる自動取込

Cyber
Oncology

➢ 院内がん登録データの取り込み
➢ ツールを用いて大量のデータを収集

臨床検査値
処方・注射
レセプト
DPC

医薬品
開発の加速

学術研究
の加速

➢ 症例検索
（患者リクルート）
➢ マーケティング
➢ 臨床研究時の
ベースデータ

データ利活用の拡大
RWD・統計データ

自動取込

・病理レポート
・放射線レポート

AI・LLM活用による
バイオマーカ等取込み

院内がん登録データ

多施設共同研究（後向きコホート）

CONNECT２試験



エビデンスの創出のため電子カルテに求められる課題と解決

標準化

構造化

Cyber Oncology®

：共通の標準マスタ（コード）を利用

：一定の形式で整理・分類しデータ格納

Cyber Oncology®

相互運用性

国際共通規格

Mapping

院内がん登録 網羅性

AI input

正確性

完全性

Cyber Oncology®

DWH



J-CONNECTコンソーシアム（2023年4月発足）

• NTT-DATA

• Fujitsu Japan

• PSP

2024年10月〜新たに参画

Arkメディカルソリューション
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移行済

今年度移行予定

累積症例数

今年度末予定数 173,022（施設別症例数） （累積症例数）
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収集症例数 がん登録データ移行数（2024年10月 実績・予定数）



症例数

取
得
デ
ー
タ

① 院内がん登録利活用した悉皆性の高いデータ

② 電子カルテと連動したCyberOncologyで構造化されたアウトカム等の詳細データを収集

③ エフォートレスデータ収集とデータセンターによる管理された質の高いリアルワールドデータ

④ 多施設間でセキュアな連携分析基盤を提供

アウトカム等

基本情報

医療機関DB
保険者DB
数千万人

（癌以外含む）

※1：2024年末の化学療法の症例（予定）
化学療法（内分泌療法含む）を実施した固形癌症例

バイオマーカ

転帰

有効性評価
増悪日
レスポンス

RECIST判定結果

②
③

①

⚫ 匿名加工データのため、
追加でデータ取得が不可

J-CONNECT

約5万症例※1

（固形癌）

12

➢ OMOP CDM化による解析環境提供
➢ CDISCのeSource連携による効率化

J-CONNECTデータの特徴

➢ 市販後調査等への活用
➢ コントロール患者データへの活用
➢ 各施設の研究者による解析



RWDプラットフォーム事業

RWDデータ解析事業

クラウド型Region TrackingTM

サービス事業
（CRO向け、医療機関向け）

イメージングCRO事業
（CRO向け、アカデミア向け）

臨床検査デジタルサービス事業

臨床試験向けクラウドPACS事業

臨床試験支援システムDx事業

RECIST自動測定システムを用いたクラウド
型中央判定

臨床検査データのデジタル化とアーカイブ
基盤の構築

CyberOncology®️を用いた新しいRWD収集

◼ CyberOncology®️の高度化
◼ エフォートレスデータベース化技術開発

◼ クラウド型中央判定システム開発

◼ 臨床検査データのアーカイブDB開発
◼ 検査結果返却のデジタル化とアーカイブ連携

RWDプラットフォーム

25医療機関

J-CONNECTコンソーシアム

３製薬企業

RWD R&D講座

スタートアップ企業

定期運営会議

プロジェクト管理

競争領域

PJ1

PJ2

PJ3

非競争領域（産学官の協調によるRWD収集基盤構築）

J-CONNECT

定期運営会議 プロジェクト管理

連携

PJ4 治験支援業務のDX化とCyberOncology連携

◼ 治験支援システムの開発とeSource連携

AIMGAIN事業(2024年4月〜) : がん診療の質の向上と研究開発に資する
リアルワールドデータプラットフォーム開発

研究代表
武藤 学



患者情報がん情報

治療内容副作用マスタ

レジメンマスタ

レジメン薬剤関係薬剤マスタ

がんカテゴリマスタがんカテゴリ分類マスタ 分類マスタ 部位群マスタ

効果マスタ

癌マスタ
ICD_O_3_

検体検査結果

処方歴

注射歴

ゲノム情報

院内がん登録2016

治療内容薬剤

CyberOncologyのOMOP CDM化

CyberOncology簡略ER図：緑のカテゴリを：Vocabulary Mapping

Quality 
Assurance

ETL

Data
Analysis

2025年4月
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Cyber Oncology®

Federation model

（連合分析）

Network Study

OMOP CDM化により連携分析が可能→解析環境が整備

Atlas



最終ゴール：LHS（ラーニングヘルスシステム）

医療情報の
可視化

エコシステムでサステナブルに社会還元

ヘルスデータサイエンスは、“診療・遺伝子・健康データのみな
らず、社会や環境、経済等あらゆる内的・外的なビッグデータ

から価値を見出し、人の健康に関する予測モデルを構築して、
イノベーションへとつなげる学術である”と定義される。

〜ヘルスデータサイエンス入門(朝倉書店）より抜粋〜

電子カルテ

Precision Medicine

RWD

RWE

最適な医療を提供するための
Decision Making Support
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